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　わが国の古くからの地震の震度Ⅵ以下の烈震域を地図上に示し，これを “ 被害地震地籍図”

と呼ぶことにした。“ 地籍” とは地震の本籍というつもりである。それには，断層あるいは震

源域を採用することが適当であるが，古地震では，震源域も断層も不明の場合が殆んどなので，

震度Ⅵの地域を採用した。この震度Ⅵの地域は，震央を含み，余震域と重複する部分が大きい。

また，その面積は余震域の面積とほぼ同じか，数分の一程度である。

　図には西暦 416 年から 1973 年までの被害地震をとり上げた。但し，太平洋沖の大地震，お

よび陸上に震度 V 以上の地域のない地震は除いた。実線は震度Ⅵの地域，点線は震度 V の地域

を示す。点線は震度Ⅵの地域が小さいか，ないか，あってもその境界を引けないが震度 V の地

域の境界がはっきりしている場合に用いた。算用数字は地震の発生年で，アンダーラィンのあ

るものは，震度Ⅵの地域の存在が明らかな場合，あるいは推定される場合である。震度 V の地域

も境界がはっきりしない場合は黒丸を用いた。三角は黒丸と同じであるが，震央の緯度・経度

が考えられてない場合である。西暦年のアンダーラインの意味は前と同じである。

　この図から次のことがわかる。

1．震度Ⅵを数回うけた地点は少ない。

2．震度Ⅵをうけたことのない地域が案外多い。

3．日本海岸では震度Ⅵの地域が，ほぼお互いに相接しながら北から南につづいている。
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第 1 図　被害地震地籍図
Fig. 1　Map showing disastrous area of historical earthquake in Japan.
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